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計算機による「中」の扱い
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  ミリガン著「The Bongaloo（ボンガルー）」 
 この例では，「ボンガルー」について以下のような説明がなされている。 






























































 　（i） 物体などの，対象 
 　（ii） 対象の動作，性質，対象同士の関係 
 　（iii） 対象などの配置される空間すなわち世界（抽象的空間の場合もある） 












 　（i）  発話に基づいてシーンを構成する，あるいは他の発話をもとに既存のシーンを修正・再
構成する 
 　（ii） シーンの中を調査・探索する（スキャンする） 
 　（iii） シーンから捉えなおした他のシーンを構成（し，両者の対応関係を構成）する 
 　（iv） シーンの内部において対象に仮想的に働きかける（シミュレーション） 




























 　（i） 対象を生成し，T（太郎）と名付ける。Tは人間（しかもおそらく男）であると性質付けする。 




 　（iii） TとKを二項関係Loveで関連付ける。（Tが第一項，Kが第二項） 
 　すなわち，図式的には 
























































 （6） 一子が太郎をぶった。（Kazuko beat Taro.） 
 においても，単に 











 （7a）  ＊ （鍵のかかった）宝箱の中に，球Aがある。球Bは箱の横にある。AとBは，紐
でつながっている。 
 （7b）  （鍵のかかった）宝箱の上に，球Aがある。球Bは箱の横にある。AとBは，紐で
つながっている。 








 　（i） 空間を，「中」と「境界」と「外」に分ける。 
 　（ii） 「外」と「中」をつなぐ連続的経路は，必ず「境界」と交わる。 
 　（iii） 通常は，「中」は限局された連結の領域である。 




















 　（i） 世界は2次元である。上から下に，重力が働いている。 































 （8） 床の上に箱Aがある。更に，床の上に箱Bがある。 
 において，計算機は以下のようにシーン構成・再構成を行うべきであろう。 
 　（i） デフォルトの床の形，大きさ，位置によって床を描く。（直線状の形） 












































































 （12b） コップの中にコインが入っている。 
 コップを回転させた。 
 コインはどこにあるか？　探せ。 
 （12c） 箱の下にコインがある。 
 箱を横に移動させた。 
 コインはどこにあるか？　探せ。 
 （12d） 箱の上にコインがある。 
 箱を横に移動させた。 
 コインはどこにあるか？　探せ。 











 　（i） シーンの構成：計算機は，箱の中（など）にコインが入っているシーンを構成する。 
 　（ii） シーンへの介入：計算機は，そのシーンから，箱（など）を横に移動させてみる。 
 　（iii）  推論：計算機は，移動において何が起こるかを推論する。対象の位置，移動の仕方など
を推論し，結果の状態をシーンとして構成する。 



















 　（i） 対象同士の相対的位置，相対的移動に留意する。 
 　（ii） 対象同士が相互作用するものかどうか，素材に留意する。 
 　（iii）  対象（特に物体）に，あるいは対象同士にどのような力のやり取り（相互作用）がある
のかを，常に監視する。力などによって物体などがどう移動するかを把握する。 
 　（iv）  特に，物体同士が接触しているか，接触しながらどの方向に移動しようとしているかを
監視する。 
 　（v）  対象の形がどのように変化するかを監視する。剛体のように，力によって移動しても形
が変わらないものがある。 
 　（vi）  対象の移動が，どのような経路に沿うのかに留意する。経路が他の対象や他の移動経路
と交わる位置を把握する。 

















 　（i）  物体の移動経路が，相互作用するものに交わるとき，衝突が起こる。損壊などの特殊な
事情がなければ，移動は阻まれる。 




 　（i） 「中」は場所である。箱の「中」は，箱（の壁たる物体）を境界とする。 
 　（ii）  箱の「中」は箱の位置に依存して決まる。箱が位置を変えれば（移動すれば）「中」も
移動する。従って，他の物体との間に相対的移動が起こる。 












 　（i）  箱の移動に際して，移動途上のシーンにおいて，コインは箱の「中」に対して相対的に
移動していく。 
 　（ii） コインの移動経路はどの可能性においても箱（の壁）と衝突する。 
 　（iii）  発話には箱の損壊などに言及した記述がないので，箱は損壊しておらず，コインは移動
を阻まれる。 


















 　（i）  「上」「下」は場所である。「上」と「下」は表裏の関係にある（AがBの上にあるなら，
BはAの下にある）。 
 　（ii）  箱の「上」「下」は箱の位置に依存して決まる。箱が位置を変えれば（移動すれば）「上」
「下」も移動する。従って，他の物体との間に相対的移動が起こる。 
 　（iii）  「上」にある物体は，「下」にある物体に重力による力を加える。「下」の物体は「上」
の物体を支持する。 




 　（i）  箱の移動に際して，まず箱が持ち上げられ，箱の「下」にある物体との接触が失われる。
従って，「下」にある物体とは相互作用の可能性が失われる。 
 　（ii）  その後の箱の移動途上のシーンにおいて，箱はコインに対して相対的に移動していくが，
発話には何らかの衝突などに言及した記述がないので，箱はコインに影響を与えていな
い。 

















 　（i） ファインダー枠が移動すると，その「中」とコインとは相対的に移動する。 
 　（ii）  コインの相対的な移動経路は，（そのうちおそらく）ファインダー枠と交わり，その「外」
に出る。 
 　（iii）  ファインダー枠（境界）とコインとは相互作用しないので，枠と移動経路の交わりによっ
てコインが影響を受けることはない。 





 　（i） コップの「中」を区切る「境界」には，物体と相互作用しない開口部がある。 





 　（i） コップの移動（回転）において，コインはコップと相対的に移動する。 
 　（ii）  コインの（重力に対する）支持は，初めコップの壁面であったが，それが変化する可能
性がある。 
 　（iii）  コインは重力によって常に下方に移動しようとしており，コップの壁面による支持が失
われれば下方へ移動する。 




 　（v）  コインの下方への移動が起こり，その移動経路がコップの「中」の概念的な境界（開口
部）を横切ってコップの外へ通じる際に，境界との相互作用はない。 
 　（vi） コインはそのまま移動し，コップの「外」へ出て，そのまま下へ移動する（落ちる）。 












 　（i） 箱の詳しい形状と詳しい初期位置 
 　（ii） コインの詳しい形状と詳しい初期位置（もちろん結果的に箱の中ではある） 
 　（iii） 箱の詳しい移動経路と移動中の箱の姿勢 
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